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あやせ環境教育推進基本計画 

（平成 27 年度～平成 35 年度）概要版 

 

１ 環境を取り巻く現状 

近年の資源及びエネルギーの大量消費を基調とする社会経済活動の急速な進展

と、世界人口の増大や新興国における経済成長等を背景に、環境や資源面での制約

が高まっています。 

特に、地球温暖化の進行、生物多様性の喪失、資源の枯渇等の世界規模での環境

問題は身近なものとなっています。こうした問題は、誰かが解決してくれるもので

はなく、私たち自身が、ライフスタイルを環境に配慮したものに転換するなど、家

庭、学校、職場、地域等の中で取り組まなければならないものとなっています。 

 

２ 計画策定の背景 

  環境教育については、昭和４７(1972)年の「ストックホルム人間環境宣言」にお

いてその重要性が指摘され、平成１４(2002)年には、ヨハネスブルグサミットにお

いて、日本政府から「持続可能な開発のための教育(Education for Sustainable 

Development)の１０年」の採択について提唱され、同年１２月の国連総会において

「国連ＥＳＤのための１０年」が採択されました。 

  一方、国においては、平成２３(2011)年６月に「環境の保全のための意欲の増進

及び環境教育の推進に関する法律」の改正法である「環境教育等による環境保全の

取組の促進に関する法律」(以下「環境教育等促進法」という。)を制定、平成２４

年６月には「環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の

推進に関する基本的な方針」(以下「国の基本方針」という。)を閣議決定し、環境

保全活動等の推進についての基本的な事項や施策を示しています。 

 

３ 計画の策定趣旨 

平成２６年３月に策定した「第２次綾瀬市環境基本計画」の環境の将来像Ⅵ「環

境を保全・創造するために、市民・市民団体・事業者・市がみんなで協働するまち」

の中の基本目標の一つに「環境教育・環境学習を進め、あやせの環境を育む地域の
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人づくりを進めます」と定めており、子どもから大人までを対象とした環境教育・

環境学習を進めることを策定の趣旨とします。 

 

４ 計画の位置づけ 

(1)「環境教育等促進法」第８条の規定に基づく、市の行動計画とします。 

(2)「綾瀬市環境基本条例」第１３条の、環境教育及び学習の振興並びに啓発活動

の充実を図るための計画とします。 

(3)「第２次綾瀬市環境基本計画」に定める「環境教育・環境学習を進め、あやせ

の環境を育む地域の人づくりを進めます」を具体化する計画とします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

５ 対象期間 

 対象期間は、「第２次綾瀬市環境基本計画」の対象期間に合わせ、平成２７年度

から平成３５年度までとします。 

 

６ 計画の目指す方向 

「第２次綾瀬市環境基本計画」の中の基本目標の一つである「環境教育・環境学

習を進め、あやせの環境を育む地域の人づくり」を本計画の目指す方向とします。 

 

７ 推進にあたっての視点 

 (1) 環境問題は、廃棄物などの身近なものから地球規模の環境問題まで広範多岐に

わたっているため地球規模の視点を持つ。 

 (2) 人生における各段階（ライフステージ）に応じて取り組む。 

 (3) 単なる知識の習得だけでなく、体験を重視する。 

  

環境教育等促進法 

 

綾瀬市環境基本条例 

 

第２次綾瀬市環境基本計画 

 

あやせ環境教育推進基本計画 

 

国の基本方針 
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(4) 他の生物とともに生きているという、「いのち」のつながり、「いのち」の大切

さを学ぶ。 

 (5) 環境問題を多面的、客観的かつ公平な態度でとらえる。 

(6) 地域社会全体が協働して取り組む。 

 

計画の主旨と用語の定義 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育の推進(理解の深まり) 

環境教育：持続可能な社会の構築

を目指して、家庭、学校、職場、

地域その他のあらゆる場におい

て、環境と社会、経済及び文化と

のつながりその他環境の保全に

ついての理解を深めるために行

われる環境の保全に関する教育

及び学習【家庭、学校、職場等】 

 

環境保全の意欲の増進 

環境保全の意欲の増進：環境の保

全に関する情報の提供並びに環境

の保全に関する体験の機会の提供

及びその便宜の供与であって、環

境の保全についての理解を深め、

及び環境保全活動を行う意欲を増

進するために行われるもの 

【情報・機会の提供、人材育成等】 

 

環 境 保

全 の 意

欲 

 

学 習 の

意欲 

 

環境保全意識の形成 

 

環境保全活動の推進 ～行動・実践～ 

環境保全活動：地球環境保全、公害の防止、生物多様性の保全等の自然環境の保

護及び整備、循環型社会の形成その他の環境の保全を主たる目的として自発的に

行われる活動 

 

協働取組の推進 

協働取組：国民、民間団体等、国又は地方公共団体がそれぞれ適切に役割分担し

つつ対等の立場において相互に協力して行う取組 
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計画体系図 

 学校等教職員の指導力向上 

 指導者の育成等 

 地域社会における指導者の育成 

 人材の活用 学校等及び地域社会における 

指導者等の活用 

 教材・プロ    教材・プログラムの整備 

 グラムの整備 

 教材・プロ       教材・プログラムの活用 

 グラムの活用 

 幼稚園・保育園での環境教育の充実 

 学校等における 

 環境教育等の 小学校・中学校での環境教育の充実 

 充実 

 学校施設整備における環境配慮の 

推進 

  家庭・地域社会    環境に関する学習機会の充実 

 における環境 

 教育の充実 市民団体との連携・協働と支援 

 

 事業所が行う 

 環境教育等へ 事業所が行う環境教育への支援 

 の支援 

 市職員への環        市職員への環境教育の推進 

境教育の推進 

 

 情報の提供 広報あやせ等による情報提供 

   

 相談、問合せ 相談、問合せへの適切な対応 

 への対応 

綾瀬市環境経済部環境政策課(平成２７年３月) 

環
境
教
育
・
環
境
学
習
を
進
め
、
あ
や
せ
の
環
境
を
育
む
地
域
の
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す 

人 材 の 育

成と活用 

 

プ ロ グ ラ

ム 等 の 整

備と活用 

 

参加の場

や機会づ

くり 

 

情報提供と

相談体制の

整備 

 


